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令和４年度一般会計予算は、「第二次下野市総合計画後期基

本計画」を軸に、「第二期下野市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を推進し、これまでの取組を継続、見直しながら、新たに

着手した事業の更なる発展に繋げる「下野市　新しいステージ成

長予算」として編成されました。

「総合計画」に定める重点プロジェクトの実現や、「総合戦略」

における基本目標の達成を目指し、健全財政を堅持し、事務事

業評価に基づく事業の選択と集中、行政資源配分の最適化を行

い、これまでの地方創生やＳＤＧｓの実現に向けた取組のほか、

自治体ＤＸなどの推進を図る予算です。令和３年度に「南河内小

中学校」が完成となり、令和４年度当初予算は前年度比で8.9％減となるものの、「しもつけ産業団地整備推進事業」や「ス

マートＩＣ整備事業」の推進、「石橋複合施設」の整備などを計上し、予算総額は260億6,000万円となりました。

●都市核形成、石橋・小金井駅西整備の事業化検討業務
 3,010万7,000円
令和３年度に実施されたコンパクトシティ形成可能性
調査を受けての検討業務

●しもつけ産業団地整備推進事業
　　2億4,633万3,000円

雨水排水施設の整備、企業誘致のＰＲ用動画作成

●制度融資事業 5億3,607万円
制度融資の利用促進、中小企業制度融資保証料補助
など

●スマートＩＣ整備事業 1億2,316万8,000円
用地取得、ネクスコ東日本への整備負担金

●消防防災施設管理事業 3,364万6,000円
消火栓・防災カメラ・屋外拡声器などの維持管理

●環境基本計画推進事業 667万5,000円
環境フェア、第二次環境基本計画策定

●教育情報ネットワーク活用事業　4,142万4,000円
小・中・義務教育学校と教育委員会を結ぶ教育情報ネッ
トワーク

●東の飛鳥プロジェクト推進事業　1,344万1,000円
ＹｏｕＴｕｂｅ、ＶＲ動画作成、東の飛鳥ブランドのＰ
Ｒ活動

●国民体育大会栃木大会事業 1億6,084万8,000円
いちご一会とちぎ国体の正式競技・デモンストレーショ
ンスポーツの開催

●がん対策事業 1億3,756万2,000円
早期発見、早期治療を目的とした検診の実施

予算編成のテーマは「下野市　新しいステージ成長予算」です。

■令和４年度各会計予算

会　　　　　計　　　　　名 予　算　額 前年度との比較
増　減 比率（％）

　一般会計 260億6,000万   円 ▲ 25億5,000万   円 ▲ 8.9

　特別会計

国民健康保険 52億1,468万2千円 ▲ 2,462万1千円 ▲ 0.5

後期高齢者医療 7億　815万1千円 2,086万1千円 3.0

介護保険 45億3,928万4千円 ▲ 9,188万 　円 ▲ 2.0

石橋駅周辺土地区画整理事業 330万9千円 ▲ 563万2千円 ▲ 63.0

仁良川地区土地区画整理事業 3億9,788万3千円 ▲ 7,407万6千円 ▲ 15.7

　企業会計
水道事業 17億4,874万9千円 ▲ 7,378万1千円 ▲ 4.0

下水道事業 34億7,748万4千円 ▲ 1,351万9千円 ▲ 0.4

■10年間の当初予算額と市税収入予算額の推移
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令和４年 第１回

定 例 会
２月22日(火)〜３月17日(水)

新

年

度

予

算

令和４年第１回定例会は、 ２月22日から３月17日まで
の24日間の会期で開催されました。
市長提案 （追加議案含む） により、 人事案５件、 報

告１件、 令和３年度補正予算６件、 令和４年度予算８件、
条例の制定 ・一部改正等15件の計35件が提出されまし
た。
一般質問では、 ３人の会派代表質問と８人の個人質

問が行われ、 市の対応や考え方を問いました。

令和４年度各会計予算を議決

主要事業について

【一般会計】 予算総額は、前年度比で8.9％減の260億6,000万円
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新

年

度

予

算

当初予算から気になる事業をピックアップしました。

下野市　新しいステージ成長予算

議会だより
編集委員が選ぶ 注目事業

学校跡地活用推進事業
508万2,000円

　地域再生や地域活性化等の課題解決を図るため

大規模で貴重な公有財産である学校跡地の有効活

用を推進する事業です。跡地活用について、薬師

寺小は民間事業者による活用を推進し、吉田東小・

吉田西小は地域コミュニティ拠点等として整備す

る方針で地域との話し合いを推進します。

石橋複合施設整備事業
7億6,101万7,000円

　老朽化した石橋公民館と石橋児童館を統合し、

石橋総合病院跡地に複合施設として整備します。

民間活力導入型で、余剰地は商業施設に貸し付

けます。オープンは令和４年12月予定です。令

和２〜４年度の継続事業で、ＤＢ方式での契約

金額は12億1,660万円です。

水田貯留機能向上活動支援事業
（田んぼダム） 178万2,000円
　大雨の際に一時的に田んぼに雨水を貯め、時

間をかけてゆっくり流します。小さな穴をあけ

た板などの調整装置を設置することで、排水路

の急激な水位上昇を防ぎ、周辺の農地や下流の

市街地の浸水被害を軽減する取組です。石橋南

部環境保全会、仁良川の里保全会からの協力を

得て、２年間で200カ所に設置する予定です。

市民活動センター事業
 1,421万8,000円
　「協働のまちづくり」を推進するために市民

活動の拠点となる市民活動センター（生涯学習

情報センターを改修）を５月に開設します。市

民活動に関する相談対応、交流イベント及び人

材育成講座の開設、施設貸し出しなどの管理運

営を行います。

天平の丘公園周辺施設整備事業 
 7,373万6,000円
　公園内の借地（約2.8ヘクタール）を３年かけて

買い上げていきます。また、国分寺跡の連絡通路

の整備、トイレ改修、南側の平地林の樹木の間引き、

西駐車場の区画線の引き直しなどを行います。

市庁舎玄関に設置されている

カウントダウンボード

市民活動センター（総務常任委員会現地調査）

田んぼに設置された排水調整ます

（経済建設常任委員会現地調査）
国民体育大会栃木大会事業

1億6,084万8,000円
　令和４年に開催される「いちご一会とちぎ国

体」の下野市実行委員会補助金です。開催機運

の醸成や、本市で行う正式競技（サッカー少年

男子、ハンドボール

成年女子・少年女子）、

デモンストレーショ

ンスポーツ（キンボー

ル）の運営を行います。

・�10月1日〜11日�

　第77回国民体育大会

・�10月29日〜31日�

　第22回全国障害者

　スポーツ大会

新規

新規

「ＤＢ（デザインアンドビルド）方式」
公共工事において一つの企業体が設計と施工を行う。DB方式を導入することで、
発注者の調整業務を軽減でき、設計期間と施工期間の短縮を図れるほか、設計
当初から施工の専門家が携わるため、コスト縮減と時間削減にもつながる。
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第
１
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人
事

令和３年度各会計補正予算を議決

2億2,100万2千円を減額し、歳入歳出の予算総額を321億1,604万1千円としました。歳入では、地方交付税な

どの増額がありましたが、国・県の負担金や補助金、繰入金などの額の確定により、トータルで大きく減額と

なりました。歳出では、薬師寺跡周辺の土地購入（1億7,000万円）やグリムの森の遊具更新（3,240万円）な

どがありましたが、コロナ禍によるイベント中止や様々な事業の金額の確定で差し引きは減額となりました。

1,000万円を追加し、歳入歳出の予算総額を321億2,604万１千円としました。

「民間活力導入可能性調査事業」にかかる経費を計上しました。調査は令和４年度に行います。

■令和３年度各会計補正予算 
会　　　　計　　　　名 補 正 額 補正後の予算額

一般会計
第12号 ▲2億2,100万2千円 321億1,604万1千円

第13号 1,000万　 円 321億2,604万1千円

特別会計

国民健康保険（第３号） 7,500万   円 54億7,916万8千円

介護保険（第３号） ▲9,799万5千円 47億8,143万6千円

仁良川地区土地区画整理事業（第３号） ー ー

※仁良川地区土地区画整理事業（第３号）は予算額の増減がないため 「ー」で表示されます。

■令和３年度企業会計補正予算 
区　　分 補 正 額 補正後の予算額

下水道事業
（第１号）

資本的収支
収　入 ▲4,180万   円 11億  578万8千円

支　出 ▲4,180万   円 15億2,457万7千円

付議事件 内　　　　容

人権擁護委員の候補者の
推薦

任期満了に伴い、伊
い

澤
ざわ

 淑
よし

子
こ

 氏（石橋）、黒
くろ

川
かわ

 栄
えい

子
こ

 氏（薬師寺）を

推薦（いずれも再任）することを了承。

教育委員会委員の任命 任期満了に伴い、永
なが

山
やま

 伸
しん

一
いち

 氏（祇󠄀園四丁目）の任命（再任）に同意。

監査委員の選任 任期満了に伴い、星
ほし

野
の

 登
のぼる

 氏（下坪山）の選任（新任）に同意。

公平委員会委員の選任 任期満了に伴い、中
なか

島
じま

 一
かず

成
なり

 氏（石橋）の選任（再任）に同意。

一般会計補正予算
（第12号）

一般会計補正予算
（第13号）

表決の前に議案等に対する賛成・反対の意見を表明し、
他の議員へ賛同を求めるものです。

各種事業費の確定で、2億2,100万円を減額

「大松山運動公園プール跡地の活用と管理に
民間の力を活用できるか」調査

 【議案第８号】令和４年度下野市国民健康保険特別会計予算

 賛成多数で 可決

議案に対する討論

【議案に反対する意見】五戸豊弘 議員（写真：右）

　市民から国保税、特に子どもの均等割課税を何とかしてほしい、との要望を聞

いている。令和４年度からは未就学児の均等割は半額になるが、均等割を廃止か、

半額の対象を 18歳までに引き上げられないか。ガソリン、食料品などが値上げさ

れている今の状況では、生活困窮者が増えてしまう。

【議案に賛成する意見】　村尾光子 議員（写真：左）

　未就学児の均等割の半額は子育て世帯の負担軽減という面で歓迎するが、反対

討論にあった均等割廃止の提案には賛同できない。医療を受けるのは乳幼児も高

齢者も同じなので、１人当たりの均等割課税は納得できる。むしろ、１世帯あた

り家族が何人いても同額となる平等割課税を廃止すべきと考える。

反対

賛成
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第
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２月
 １日　経済建設常任委員会
 ２日　総務常任委員会
 ４日　議員全員協議会
15日　議会運営委員会・議員全員協議会
16日　議会だより編集委員会
21日　FMゆうがお「こんにちは！下野市議会です」
　　　（出演者：議事課長）
22日〜３月17日　第１回定例会
３月

 ３〜  ４日　教育福祉常任委員会
 ７〜  ８日　経済建設常任委員会

 ９〜 10日　総務常任委員会
11日　議会運営委員会
　　　 小山広域保健衛生組合　第１回定例会
15日　議会運営委員会・議員全員協議会
17日　議会だより編集委員会
　　　 南河内小中学校現地調査
23日　石橋地区消防組合議会　第１回定例会
30日　議会だより編集委員会
４月

 ５日　栃木県市議会議長会議
13日　議会だより編集委員会
21日　議会だより編集委員会

議 会 の 動 き

保育士等処遇改善臨時特例交付金
（３年度一般会計補正予算（第12号））

地方創生推進事業（テレワーク移住推進）
（４年度一般会計予算）

繰越明許費
（３年度一般会計補正予算（第12号））

学校管理費 （４年度一般会計予算）

総括質疑

Q 　保育士等処遇改善臨時特例交付金906万
3,000円は、100％国庫支出金だが、算定根拠

と交付先を伺う。公立施設職員にはどう対応

するのか。

A 　交付要綱に基づき、施設類型、認定区分、

定員区分、年齢区分により児童1人当たりの補

助単価が規定されている。保育士等の収入を3

％程度、月額約9,000円引き上げる措置として、

私立の特定教育保育施設12か所に交付する。

公立保育園は適正な水準が確保されている。

Q 　テレワークを実施しながら、市内に移住し
た方に家賃を補助する制度だが、令和３年度

の実績はどうか。また、成果と反省点、不動

産会社との連携についても伺う。

A 　２名の方から相談があり、令和３年度内の申

請に向けて準備を進めている。東京圏からの移

住先として本市を選び、制度を活用いただいた

ことは成果だと思うが、新型コロナで充分なＰ

Ｒができなかった。不動産業者には、制度内容

を説明し、周知とチラシ設置を依頼した。

Q 　認定こども園事業１億6,636万6,000円が繰
越明許となった理由を伺う。

A 　薬師寺保育園の移転予定地に、産業廃棄物

が埋設されていたため、土壌検査や廃棄物の

受入れ先等の協議に時間を要した。また、電

柱等の移設にも想定以上の日数を要した。９

月中の完成を目指している。

Q 　小中学校の図書購入費について伺う。学校
図書の標準基準は達成しているか。また、文

科省が「第６次学校図書館図書等整備５か年

計画」を策定したが、どのように進めるのか。

A 　市内全校において、学校図書館標準を達成

している。「第６次５か年計画」は、学校図書

館の更なる充実を図るため本年１月に策定さ

れた。計画には、新たな図書の整備、新聞の

複数配備、学校司書の配置推進などがある。

新聞複数配備は、現在３校なので、全校で達

成できるよう取り組みたい。

市長から提案された議案について、疑問点を問います。

土地の取得

　しもつけ産業団地に要する雨水管路布設や周辺道

路の排水用調整池の整備に要する事業用地として取

得します。

取得面積：１万 4,886 平方メートル

取得価格：１億 62 万 9,360 円

景観条例の制定

　景観法に基づき、本市の豊かな自然及び先人が築

いた歴史・文化を守り、活かすとともに、暮らしの

場としての魅力的で誇りを持てるまちづくりに資す

ることを目的に定めるものです。市・市民・事業者

の責務や、景観法に定める行為のうち、事前に市と

協議を要するものや協議の時期などを定めています。

条例その他 議決した主な議案についてお知らせします。
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委
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会

報

告

指定寄附金

地方創生推進事業

中小企業制度融資預託金回収金

消防費

地域振興交流施設費

都市計画総務事務費

Q 　ふるさと納税の流出額を伺う。

A 　令和２年度は約１億5,000万円となっており、

このうち75％が交付税措置されている。本市へ

の寄附額は昨年対比で約1.7倍に増加している。

Q 　移住希望者宿泊費補助事業の内容を伺う。

A 　本市での暮らし体験や仕事・住まい探しの

宿泊補助であり、１人１泊上限3,000円、１

家族３名２泊として10組分である。

Q 　新型コロナウイルスの影響による融資の傾

向を伺う。

A 　新型コロナウイルス関係の融資として、令

和２年度に経営安定化資金を新設したことに

より、融資全体の新規申し込みは、例年の倍

の10億円ほどとなった。新型コロナウイルス

の影響を受けた方が多かったと考えられるが、

令和３年度上半期には例年どおりに戻った。

Q 　消防団員の出動手当を一律でなく、時間制

に変える考えはあるか。

A 　出動手当は、報酬と一括して今後検討して

いきたい。

Q 　道の駅しもつけレストラン改装の内容を伺

う。

A 　道の駅のオープン当初からの店舗であり、

10周年を迎えるにあたりビュッフェ形式に変

更するため大幅に内装を変更する。

Q 　都市核形成等事業化検討業務の内容を伺う。

A 　都市核形成については、総合計画及び都市

計画マスタープランにある、自治医大駅を中

心とした市の中心市街地を形成していくもの

であり、令和３年度は、都市核形成の可能性

調査を実施している。

電子看板運用管理（市役所内）

自治医大駅周辺整備事業

現地調査

現地調査

定例会で委員会付託された議案などについて、各常任委員会の審査内容をお知らせします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

議案第２号　 令和３年度一般会計補正予算
（第12号）

議案第７号　令和４年度一般会計予算

議案第７号　令和４年度一般会計予算

総 務 常 任 委 員 会 ◎石田 陽一　○村尾 光子
　髙橋 芳市　　大島 昌弘　　貝木 幸男　　伊藤 陽一

経済建設常任委員会 ◎岡本 鉄男　○中村 節子
　秋山 幸男　　奥田 　勉　　相澤 康男　　石川 信夫
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保険給付費

文化財保護費

放課後児童健全育成費

保健衛生総務費

Q 　今回の補正予算は、新型コロナウイルスの

影響によるものか。

A 　新型コロナウイルスの影響により、訪問介

護、デイサービス、ショートステイなどの利

用が控えられたため、保険給付費が大幅減と

なったと考えている。

Q 　国分寺・国分尼寺跡の整備が進んできたが、

下野薬師寺跡の整備は今後どのように考えて

いるのか。

A 　更なる公有化を進め、多くの人に見てもら

えるよう、全庁的に連携を図りながら整備を

進めていきたい。

Q 　学童保育室の声をしっかり聴いてほしい。また、職員も現地を見て現状を把握し、子ども達の環

境を整えるために対応することを強く求める。各学童保育室の要望は、どのように把握しているのか。

A 　学童保育室から各児童館長を通して現場の要望を伺い、その中から予算計上している。

Q 　人工授精治療費について、昨年より減額と

なっているのは、保険適用が要因であるのか。

A 　令和４年４月から、不妊治療の大部分が保

険適用になるために、大きく減額となった。

石橋複合施設整備事業

現地調査

議案は、通常市長から提案されますが、議員または委員会からも提案する
ことができます。主に条例の制定や改正、意見書などを提案します。

本
会
議
で
の
討
論

【提出者】石田陽一【賛成者】松本賢一、村尾光子、岡本鉄男、磯辺香代、秋山幸男

委

員

会

報

告

議案第４号　 令和３年度介護保険特別会計補
正予算（第３号）

議案第７号　令和４年度一般会計予算

 【発議第１号】ロシアによるウクライナ侵攻に対する非難決議について

 賛成多数で 可決

議員発議

【発議に反対する意見】石川信夫 議員（写真：右）

　国際社会は、プーチン大統領を一方的に非難しているが、欧米に急接近し

ロシアの立場を理解しようとしなかったゼレンスキー大統領に非はないのか。

日本は米欧とともに経済制裁を行っているが、防衛装備品まで送り始めてい

る。踏み込みすぎると危険だ。ロシアは中国と組まざるを得ず、北朝鮮を含

めて核を持つ三国に囲まれ、日本が戦場になる可能性も充分にある。親日家

であるプーチン大統領、国民の８割が親日であるロシアに対して、Ｇ８加入

を進める努力をした方がよい。

【発議に賛成する意見】　松本賢一 議員（写真：左）

　ロシアからウクライナへの軍事侵攻は、ウクライナの主権、領土を侵害し、

国際社会の平和と安全、秩序を著しく損なう暴挙にほかならない。これは明

白な国連憲章違反であり、ジュネーブ条約にも違反するもので、断じて許す

ことはできない。ロシアによる攻撃は今も続いている。即時の攻撃停止と完

全撤退を強く求め、非難決議に賛成する。

反対

賛成

教育福祉常任委員会 ◎松本 賢一　　○磯辺 香代
　小谷野 晴夫　　五戸 豊弘　　坂村 哲也
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審

議

結

果

議員の賛否が分かれたもの

議 案 等

番 号
付　議　事　件 結果

坂

村　

哲

也

伊

藤　

陽

一

五

戸　

豊

弘

貝

木　

幸

男

石

川　

信

夫

相

澤　

康

男

奥

田　

　

勉

中

村　

節

子

大

島　

昌

弘

髙

橋　

芳

市

石

田　

陽

一

小

谷

野

晴

夫

秋

山　

幸

男

磯

辺　

香

代

松

本　

賢

一

岡

本　

鉄

男

村

尾　

光

子

議案７号 令和４年度下野市一般会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

議案８号 令和４年度下野市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

[追]議案28号
下野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

[追]議案29号 下野市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

[追]議案30号 下野市職員の給与に関する条例等の一部改正 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

発議１号 ロシアによるウクライナ侵攻に対する非難決議 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

[追]…追加議案 ○…賛成　　●…反対　　 　　（議長は表決に加わらない） 

議 案 等

番 号
付　議　事　件 結果

坂

村　

哲

也

伊

藤　

陽

一

五

戸　

豊

弘

貝

木　

幸

男

石

川　

信

夫

相

澤　

康

男

奥

田　

　

勉

中

村　

節

子

大

島　

昌

弘

髙

橋　

芳

市

石

田　

陽

一

小

谷

野

晴

夫

秋

山　

幸

男

磯

辺　

香

代

松

本　

賢

一

岡

本　

鉄

男

村

尾　

光

子

議案１号 令和３年度下野市一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

 ○…賛成　　●…反対　　 　　（議長は表決に加わらない） 

全会一致で答申・同意・可決されたもの

議会に報告があったもの

第１回定例会の審議結果

第１回臨時会の審議結果

議案などに対する各議員の賛否の状況です。

議案等番号 付　議　事　件

諮問１号 人権擁護委員の候補者の推薦

諮問２号 人権擁護委員の候補者の推薦

同意１号 教育委員会委員の任命

同意２号 監査委員の選任

同意３号 公平委員会委員の選任

議案２号 令和３年度下野市一般会計補正予算（第12号） 

議案３号 令和３年度下野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案４号 令和３年度下野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案５号
令和３年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理
事業特別会計補正予算（第３号）

議案６号 令和３年度下野市下水道事業会計補正予算（第１号）

議案９号 令和４年度下野市後期高齢者医療特別会計予算

議案10号 令和４年度下野市介護保険特別会計予算

議案11号
令和４年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理
事業特別会計予算

議案12号
令和４年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理
事業特別会計予算

議案13号 令和４年度下野市水道事業会計予算

議案等番号 付　議　事　件 内　　容

報告１号 下野市国民保護計画の変更
国の国民の保護に関する基本指針や栃木県国民保護計画が変更されたことを踏まえ、13の項目に
ついて変更するもの。新たに整備された情報伝達ツールの追記や、法令や国・県の計画との整合、
統計データや市の組織体制を更新した。

議案等番号 付　議　事　件

議案14号 令和４年度下野市下水道事業会計予算

議案15号 下野市景観条例の制定

議案16号 下野市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

議案17号 下野市国民健康保険税条例の一部改正

議案18号 下野市保育園設置条例の一部改正

議案19号
下野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正

議案20号
下野市都市計画法に基づく開発行為の許可の基準に関する
条例の一部改正

議案21号 下野市就学支援委員会条例の一部改正

議案22号 下野市生涯学習情報センター条例の一部改正

議案23号 下野市立小中学校施設の開放に関する使用料条例の一部改正

議案24号
下野市非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び下
野市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災
害補償に関する条例の廃止

議案25号 土地の取得

議案26号 市道路線の認定

[追]議案27号 令和３年度下野市一般会計補正予算（第13号）

 [追]…追加議案
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松 本 賢 一議員

清明会

Q 合併当初、厳しい財政状況であったが、財政健

全化に努め、県内でもトップクラスの健全財政

を実現させた。公共事業においては、特定財源

や合併特例事業債を最大限活用し、数多くの事

業推進を図り、下野市の魅力を向上させた。し

かし、第二次下野市総合計画後期基本計画に掲

げる施策と重点プロジェクトの実現は道半ばで

ある。広瀬市長が培われてきた政治経験と、国・

県への太い人脈は本市にとって必要であるため、

再度、広瀬市長に出馬をお願いしたい。

A 市長　第二次下野市総合計画後期基本計画は、

市のさらなる飛躍を目指すため、未来を担う中

学生の意見など市民意識の変化を捉えながら、

大規模災害や感染対策など、新たな課題にも取

り組む計画とした。基本施策を構成する71の個

別施策を徹底するとともに「しもつけ重点プロ

ジェクト」を掲げ、事業の相乗効果を発揮させ、

住みよさ県内ナンバーワンを目指し、重点的か

つ戦略的な展開を図っている。今議会に上程し

た議案は、目指す

べき未来の下野市

をつくる重要な議

案であるため、ま

ずは、全議案をご

承認いただき、そ

の後、改めて後援

会と意見を交換し

ながら十分に協議

し、結果を報告さ

せていただきたい。

一

般

質

問

広瀬市長の５選出馬についての
考えを伺う

市 長 全議案を承認いただいた後、後援会と意見交換をしながら
十分に協議し、結果を報告したい

会派代表質問

市政を問う

一般質問
一般質問は、新型コロナウイルス感染症対策のため、質問
時間を１人30分までとして行いました。３名の会派代表
質問、８名の個人質問の内容を要約して掲載します。

※一般質問は議会ホームページで

　動画を公開しています。

【個人質問】

４．坂村 哲也　議員  Ｐ11

５．貝木 幸男　議員  Ｐ11

６．伊藤 陽一　議員  Ｐ12

７．中村 節子　議員  Ｐ12

８．相澤 康男　議員  Ｐ13

 ９．村尾 光子　議員  Ｐ13

10．石川 信夫　議員  Ｐ14

11．五戸 豊弘　議員  Ｐ14

【会派代表質問】

１．清明会 松本 賢一　議員  Ｐ ９

２．一心会 秋山 幸男　議員  Ｐ10

３．下野市民派クラブ 磯辺 香代　議員  Ｐ10

今回の質問者は   

質問に答える広瀬市長
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一

般

質

問

秋 山 幸 男議員

一心会

磯 辺 香 代議員

下野市民派クラブ

Q 「県では、取水箇所、送水ルートの選定、供給

単価の算出を行っている」との説明が繰り返さ

れ２年以上になる。この作業を２年以上も続け

ているのか県に確認していただきたい。

A 市長　昨年12月16日に県南広域的水道整備事業

検討部会が開催され、

この事業の水道水を

受水した場合を考慮

し、市町の水道の基

盤強化検討を依頼さ

れた。今後県は、市

町が提案した用水供

給条件に基づき、事

業費を算出し、これ

に県の財政支援を加

味した用水供給単価

Q 早期完成を願い、第二工区の擁壁の設計見直し、

活用できる補助金、一般会計からの繰出金の増

額により再スタートしたが、近年建設関連事業

が相次いだため、減額予算となっている。見直

しをした時の意気込みはどこに行ってしまった

のか。

A 市長　まちづくりの観点からも、早期事業完了

が望まれている。地権者による移転工事期間や

上下水道工事などの事情により、工事着手でき

ない箇所も残っている。事業費に係る財源は、

まちづくり交付金、合併特例事業債が終了し、

財源確保は喫緊の課題で事業期間の延長は避け

られない。事業の延伸に併せ、補助金などの延

伸もできないか協議しながら、新たな財源を確

保するための情報収集にも努めていく。

県南広域的水道事業は
　　　　今どうなっているのか

仁良川区画整理事業は、
予定どおり令和５年度に完了できるのか

市 長 昨年12月16日に検討部会が開催され、用水供給条件の
検討を依頼された

市 長 令和５年度末の完了は難しい

（協議用）を提示し、市町の合意を図る。合意形

成の時期は未定。

Q 市長はこれまで、災害や事故に備え、地下水の

代替水源として表流水を確保しておきたいと述

べてこられた。この考え方では、地下水源に事

故ある時、その分を表流水が急遽
きょ

代替すること

になる。利水計画以上の取水、通常以上の送水

が可能な施設設計が必要になるのではないか。

A 市長　水道施設の効率的な更新、整備、統廃合

などの資産管理検討を県から依頼された段階だ。

結果をふまえ、施設規模の協議を行う。

Q 予算確保について、地域振興基金（約15億円）

を活用してはどうか。

A 総務部長　当初はソフト事業に充てていたが、

地域振興に結び付くハード事業にも充てていき

たい。

区画整理地内の仁良川中央公園

「県南広域的水道整備計画」　栃木県が、思川開発

事業（南摩ダム）で得る予定の毎秒0.403㎥の表流水を、
水道水に仕立てて県南２市１町に供給する事業

会派代表質問

会派代表質問
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貝 木 幸 男議員

坂 村 哲 也議員

一

般

質

問

Q 市民の皆様より屋外拡声器の声が聞こえない、

サイレンがわからなかった等、声が届いている。

市でもこれまで色々な対応を実施してきてくれ

たが今後の難聴区域の対応、対策を伺う。

A 市長　平成28年には職員による現地調査を行い、

屋外拡声器の増設や一部の

スピーカーを広範囲に対応

したものに交換したが、す

べての区域や場所で難聴の

解消を図ることは困難な状

況である。そのため、ＳＮ

Ｓの活用や広報車による巡

回、コミュニティＦＭ「Ｆ

Ｍゆうがお」を開局し、緊

急時に自動起動ができる防

災ラジオの有償、無償配付

Q 都市核の形成や都市開発等の事業を実現させる

ためには、「まちづくり協議会」等を設立し、地

域住民や地権者のコンセンサスの形成が必要で

あると考えるが、見解を伺う。

A 市長　事業化の可能性があることを確認した上

で、できるだけ早い時期に説明会や勉強会を開

催し、新しいまちづくりの機運が高まれば、地

域の皆様に相談しながら組織化を図ってまいり

たい。

Q 市長の考える下野市の未来予想図は？

A 市長　３世代、４世代に渡って助け合いながら

心地よい親子関係が維持でき、更には家族以外

にも豊かな人間関係を育むことができる。そして、

小さいけれど、きらりと光る魅力と活力ある都

市に成長し、人や企業を呼び込むことにより、

税収を確保して、福祉や教育などの行政サービ

屋外拡声器の
　　難聴区域の対応・対策について

立地適正化計画における
市役所周辺の区域の修正を検討すべきではないか

市 長 区域の自治会長や屋外拡声器付近の住民の方と
音の大きさやスピーカーの方向の調整をしてきた

建設水道部長 市役所周辺を住居区域や都市機能区域に編入
することが、今後のまちづくりに必要と考える

を開始した。市民の皆様には、屋外拡声器から

何らかの音が聞こえた場合は、すぐにテレビや

ラジオ、メールを確認するなど屋外拡声器を「気

づき」と捉えて行動することを習慣づけていた

だきたい。

プレミアム付き商品券について
Q 市内の経済を活性化するために、今後のプレミ

アム付き商品券の発行について伺う。

A 市長　従来はプレミアム率10％、部数9,000セッ

ト、令和２年度は10％から20％に、部数も

16,200セット、令和３年度は20％で18,000セッ

トと拡充した。令和４年度においては商工会か

ら令和３年度同様の発行への支援について要望

書をいただいており、市として取り組んでいき

たい。

スの質を向上させていく。「市民の皆様の幸せを

実現するまち」と「成長するまち」の２つを描

きつつ、実現のための事業に取り組む。

※ 下野市立地適正化計画では、市役所周辺は「沿道活用
エリア」に区域されている。

「都市機能誘導区域」　医療サービス・福祉サービス・

商業施設を集約したコンパクトシティの拠点にしていく
区域として、立地適正化計画において定められる区域。

屋外拡声器
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中 村 節 子議員

伊 藤 陽 一議員

一

般

質

問

Q 国は、昨年５月に「みどりの食料システム戦略」

を策定した。隣の小山市でも有機農業推進協議

会を設立するなど前向きの態勢である。有機農

業は手間がかかるが、農作物は高値で取引され、

「稼げる農業」として可能性を大きく秘めている。

市ではどのように取り組むのか。

A 市長　有機野菜は安全性が高く、環境にも優し

いこともあり、体によいものを取り入れたい方

や環境に関心の高い方などに人気がある。有機

Q タブレット端末導入による反省点とやるべきこ

と、児童・生徒の学力向上、学習意欲の向上な

どの知見を伺う。

A 教育長　タブレット画面を教室前方のテレビに

映した時に表示内容が見えにくい点や、表示さ

せる際の煩雑さなどハード面の課題がある。また、

ソフトウエアや教職員の研修の充実を図りたい。

令和３年度においては、現場の教職員からは、「児

童・生徒の学習意欲が高まった」、「学びが深ま

った」との声が寄せられている。

Q １月の学校閉鎖、学級閉鎖時に使用した上での

改善点を伺う。

A 教育長　接続がうまくいかなかった家庭があっ

たが、ルーターの追加貸与や時間帯をずらした

オンライン授業の実施で、学びを継続すること

市内の有機農業をどのように
推進していくのか？

児童・生徒にタブレット端末が
貸与され１年弱が経つ。今後の活用目標は何か

市 長 有機農業を実施している農業者との意見交換
などに取り組む

教 育 長 教職員も児童・生徒も必要な時に必要な場所で
使えることを目指す

農業に取り組む方の現状、課題、今後の取組方

針を確認し、意見交換会などを実施したい。国・

県との連携も図りながら研究する。

Q 小・中学校の給食に月に一度でも、ごく一部の

学校でも、１つの野菜だけでも実証実験的に有

機農作物を使えないか。

A 産業振興部長　食材を安定的に提供できるか、

見極める必要がある。教育委員会とも課題を整

理し、検討する。

Q 消費者が有機野菜を日常的に目にして、手に取

れることが重要だと思う。道の駅しもつけや、

ゆうがおパークなどに有機野菜や無農薬野菜の

コーナーを作れないか。

A 産業振興部長　市民への周知を図る意味で有効

である。先進的な事例を参考にしながら、有機

農家に意見を聞いて、検討していく。

ができた。

Q タブレット端末を活用した児童・生徒の将来像

を伺う。

A 教育長　ＩＣＴを活用した教育により、自分の良さ

や可能性を認識し多様な人 と々協力し持続可能な社

会のつくり手となるよう育成していく。
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一

般

質

問

村 尾 光 子議員

相 澤 康 男議員

Q 近年、香料や柔軟仕上げ剤など香りつき生活用

品を使用している人が増加しているが、香り成

分により不快感や健康被害を訴える人もいる。

香害対策として以下の周知徹底を願いたい。

①強い香りに不快感

や健康被害を受けて

いる人もいるので香

料を含んだ製品の使

用を自粛する。

②どのような生活用

品に人工的香料が含

まれているかを周知

し成分を確認するよ

う呼びかける。

③製品に「無香料」

表示があっても、他

Q 市役所の年間来訪者数は。また、市民ロビーで

の展示や発表会において、出展者や来場者から

の要望とその対応を伺う。

A 市長　市役所への来訪者数は年間約 24 万人で、

１か月平均約２万人である。出展者などからの要

望は、主に、照明や空調に関するものである。市

民ロビーは、自然光を最大限取り入れ、照明の消

費電力の削減を図っているが、使用状況に合わせ、

ライトの設置等を検討していく。また、冷暖房に

ついては引き続き可能な範囲での調整を行う。

市役所地内の市街化区域編入について
Q 令和３年４月に市役所地内が市街化区域に編入

となったが、条件の変更はあったか。

A 市長　市役所敷地は、用途地域が準工業地域に

香り付き生活用品
により不快感や健康被害を
訴える人もいる。香害対策への取組を

市役所１階市民ロビーの
展示環境を改善できないか

市 長 香料を含む製品使用には周囲への配慮と
香料成分マイクロカプセルによる海洋汚染を啓発する

市 長 市民ロビーの使用状況に合わせ汎用的に利用できる
ライトの設置等を検討する

の成分の臭いを中和、マスキングのため化学物

質を使用している場合が多い。

④これらの香り成分包装材としてプラスチック

製マイクロカプセルが使われており、海洋汚染

等の原因となるマイクロプラスチックの発生源

となっている。

A 市長　①栃木県は、香料含有製品の使用時には

使用量を守り、大勢の人が利用する場所での使

用を控えるよう呼びかけている。県と同様の内

容で周知を図る。②、③どの製品にどのような

人工的香料が含まれているかを把握するのは困

難である。国の動向を見ながら、周知策を検討

する。④ホームページや広報等で ､ 香り成分を

包むマイクロカプセルが海洋汚染につながるこ

とを啓発し、マイクロカプセルを含む生活用品

の使用自粛を呼びかける ｡

なった。一般的には、市街化区域で準工業地域

に指定されている場合、店舗、事務所、宿泊施設、

工場などほとんどの建築物を建築することがで

きる。しかし、良好な周辺環境を維持するため、

市役所敷地の地区計画により建築物の建築を制

限しており、市街化区域への編入による条件は

変更されていない。

市民ロビー
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一

般

質

問

五 戸 豊 弘議員

石 川 信 夫議員

Q 高齢者、 医療従事者の３回目接種状況は。

A 市長　２月25日時点で３回目の接種は16,634人。

内訳として、医療従事者4,334人、65歳以上の高

齢者10,054人、64歳以下2,246人となっている。

Q ＰＣＲ検査を無料で実施できないか。

A 市長　市内のＰＣＲ検査センターの１日の検査

能力は200件。無料

で実施した場合、

感染の早期発見に

支障を生じるおそ

れがある。現在の

検査体制では月２

回までの配布と一

部自己負担をなく

すことはできない

ものと考えている。

Q 政府は３回目のワクチン接種を急いでいる。し

かし感染者が急増しているのを見れば、前回の

２回接種は効果がなかったと言って良い。１年

前にも言ったが、新型コロナウイルスには４本

のエイズウイルス遺伝子が組み込まれている。

このウイルスを薄めワクチンを作るので、接種

のたびに体内にエイズウイルスを打ち続けるこ

とになる。免疫力が下がり病気が重症化する。

現在接種後１週間以内に亡くなっている人が

1,400人以上いる。これから大変な事態が起きて

くる。市長はどう思うか。

A 市長　ワクチン接種が原因でそれだけの人の死

亡例が確定しているとは伺っていない。接種を

して予防効果を高め重症化率を下げるほうがメ

リットがあり、自分も積極的に接種をしている。

コロナ感染から、
命と暮らしを守る最善対策はあるのか？

ワクチンの無料接種は
強制と結びつく。個人の

意思を尊重し有料化をお願いしたい

市 長 政府の方針に基づき協力いただいている
ところである

市 長 予防接種実施要領で全額公費負担となる。
接種はあくまでも努力義務であり強制ではない

Q 自宅療養者の生活支援、食料支援、休業支援は

どうするのか。

A 市長　県南健康福祉センターから提供される自

宅療養者の基本的な情報を基に、自宅療養者本

人に連絡し、必要な支援を実施する体制を整え

ている。国民健康保険の場合、被保険者の給与

収入が減少した際は、市から傷病手当金を受給

することができる。

Q 保育園、幼稚園、学校内でのクラスター発生時

の学級学校閉鎖の基準を伺う。

A 市長　保育園などでは、当該施設及び県と協議し、

クラス閉鎖や休園の実施の判断をしており、小・

中学校では、国の基準に基づき臨時休業の基準

を設定している。休園・休業期間は数日から５

日間程度とし、感染の拡大状況を踏まえて判断

する。

議員の個人的な感覚も重要であるが、国やＷＨ

Ｏや公の機関からの文書を信用し、それに基づ

いて行政手段を講じるのが我々の使命である。

Q ベータ株、アルファ株、

デルタ株、オミクロン

株と変わっていってい

る。株が変わればワク

チンの効力がないと思

うが、自分の考えはな

いか。

A 市長　私は医学的知見

というものがない。議

員よりは国が出してい

るものを信用する。



子育て世帯への臨時特別給付金について、所得制限などにより給付の対象外とされていた世帯への給付に

要する経費と、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金の支給に要する経費が追加されました。

財源は、国からの補助金と財政調整基金から繰り入れし、歳入歳出それぞれ8億2,470万6千円を追加し、

予算総額を323億3,704万3千円としました。

「発議第１号�ロシアによるウクライナ侵攻に対する非難決

議」（７ページに記事掲載）が可決されたことから、市議会

としてウクライナ人道危機救援金に17万円を贈りました。救

援金は社会福祉協議会を通じて日本赤十字社へ送付されます。

平成30年５月から令和４年４月までの４年間をまとめてみました。「平成」から「令和」へと時代が

変わる中、後半は新型コロナウイルス感染症対策をとりながらの議会運営となりましたが、市議会とし

て新たな取り組みにもチャレンジすることができました。

令和４年 第１回

臨 時 会
１月20日(木)

令和４年第１回臨時会が、 １月20日に開催されました。

市長提案により、 令和３年度一般会計補正予算１件が

提出され、 議案の説明に対する質疑の後、 採決しました。
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一般会計補正予算
（第11号） 子育て世帯、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業

ウクライナ人道危機救援金を
　社会福祉協議会へ届けました

市議会４年間を振り返る

■令和３年度一般会計補正予算
会　　　　計　　　　名 補 正 額 補正後の予算額

一般会計補正予算（第11号） 8億2,470万6千円 323億3,704万3千円

※審議結果は８ページに掲載しています。

小谷野議長と大島副議長が小口下野市社会
福祉協議会長（右）へ救援金を届けました



　各常任委員会において各種団体と懇談会を行い、下記の３項
目について広瀬市長あて要望・提言等を行いました。
１．消防団に関する事項
　消防団員の確保や安全対策、消防ポンプ車を運転するため
の準中型免許取得費用の補助制度の創設など
２．商工会に関する事項
　空き店舗を活用した地域活性化対策のさらなる充実
３．学童保育に関する事項
　支援員の人材確保や仕事の役割の明確化、学童環境の充実など

広瀬市長に要望書を提出しました

日 月 火 水 木 金 土

６月 5 日 6 7 8 9 10 11

開　会 一般質問

12 13 14 15 16 17 18

一般質問

19 20 21 22 23 24 25

閉　会

クイズぎかい
だより

1

2

3

令和４年度の一般会計当初予算額は、前年度から
8.9％減少し、「○○○億6千万円」となりました。

市議会４年間における新たな取り組み。令和２年
11月に、FMゆうがおで議会情報コーナー「こん
にちは！○○○○○です」の放送をスタート。

令和４年に開催される“いちご一会とちぎ国体”
において、下野市で行う正式競技は、サッカー少
年男子と○○○ボール（成年・少年女子）です。

≪応募方法≫
①〜③までのクイズの答え・住所・氏名・年
齢をお書きのうえ、ハガキでご応募くださ
い。議会だよりを読んだ感想や、議会への
ご意見もお書き添えください。正解者の中
から、抽選で10名の方に「国体グッズ3点セッ
ト」をお送りします。（当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます。)
≪あて先≫
〒329-0492	 下野市笹原26番地
	 下野市議会事務局
	 「議会だよりクイズコーナー」宛
≪しめきり≫
６月15日（水）（当日消印有効）

議会だよりの中に答えがあるので
探してみてくださいね≪前号のクイズの答え≫	

①：７　②：きらら　③：淡墨
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下野市議会だより１部あたりの

印刷製本費は約19.3円です。

この議会だよりが発行されている頃には、市議会議員選挙が終
わっています。
議員生活の全８年間、「議会だより」にたずさわれたことは私にと

って大きな財産だと思っています。特に、後半の４年間は編集委員
会の委員長をやらせていただき、沢山の試みができました。令和３
年２月発行の議会だよりで大きなリニューアルをしたのが良い思い
出です。表紙のロゴなどのデザイン案をいくつも作った甲斐があり、
親しみやすいものになったのではと思っています。モニター制度、
クイズコーナーもスタートさせ、読んでくださる市民の方々の生の
声を聞くことができました。
私が紙面づくりで一番気を配ったのは、「分かりやすい言葉で表

現する」でした。その流れが続いていくことを願っています。�
（中村節子）

発行 栃 木 県 下 野 市 議 会
編集 議会だより編集委員会

委 員 長 中村 節子

副委員長 坂村 哲也

委 員 伊藤 陽一

 貝木 幸男

 奥田　 勉

 磯辺 香代

※次号（№65）は 8月 15 日に発行します

下野市社会福祉協議会ボランティアセンターにおいて、

議会だよりの音訳ＣＤを貸し出しています。電話0285（43）1236

広瀬市長に要望書を提出する
小谷野議長と大島副議長

ミニタオル

折りたたみうちわ

国体グッズ

サコッシュ
（タテ24cm×ヨコ29cm）

マチ無し

第２回
定例会
（６月議会）
の予定

※会議の予定は変更になることが
あります。
※日程が決定次第、議会ホームペー
ジでお知らせいたします。

本会議

常任委員会本会議

本会議


